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研究成果の概要（和文）：本研究は、集積の外部経済として知識波及に注目し、知識生産活動の立地特性、共同研究に
おける距離の重要性を測定した。知識生産活動は他の経済活動より集積度が強く、高度な技術を持つ企業、生産的な企
業ほど集積すること、共同研究における距離の重要性は依然として続いており、共同研究効果には、共通知識による組
織の知識吸収能力、異なる知識がともに重要であることが確認された。また、発明者の流動性の高い組織ほど、他の発
明者の生産性も高く、組織内の発明者への知識波及があったことが示唆された。集積の外部経済効果として、知識波及
だけでなく、取引関係による効果も測定し、企業パフォーマンスとの因果関係など多面的評価も行った。

研究成果の概要（英文）：This study focuses on knowledge spillover as a agglomeration externality and 
investigate the geographical location of knowledge-creating activity and geographical friction in 
collaboration. It is found that knowledge-creating activities are more localized than other economic 
activities and that geographical friction is persistent. We also find that both common knowledge and 
diverse knowledge are important for collaboration and inventor’s mobility increases organization’s 
productivity, suggesting knowledge spillover between inventors. We also focus on transaction network 
which relates to firm performance.
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１．研究開始当初の背景 
 
集積の外部経済として、取引費用の削減、知
識波及、労働力の確保などが理論的に指摘さ
れており、これらの外部経済を検証するため
の 多 く の 実 証 研 究 が 行 わ れ て い た
（Rosenthal and Strange (2004, JUE)、
Ellison, Glaeser and Kerr (2010, AER)）。 
そして、多くの既存研究では、知識波及の測
定には、特許の引用関係を用いられており、
Jaffe, Trajtenberg and Henderson (1993, 
QJE)では、同じ行政区域の特許をより多く引
用する傾向があることにより、知識波及にお
ける距離の重要性が議論されていた。 
一方で近年、企業集積を捉えるための指標と
して、行政単位の集計データを用いる分析の
問題が指摘されて、マイクロ立地データ（緯
度経度情報）を用いた距離ベースの指標
（Duranton and Overman(2005, RES)）が
導入された。この距離ベースの指標を応用し、
特許の引用関係における距離の重要性や距
離 範 囲 な ど が 分 析 さ れ た （ Murata, 
Nakajima, Okamoto and Tamura (2010)）。 
しかし、特許引用の距離範囲は集積の距離範
囲よりも非常に大きく、集積要因としての知
識波及を特許引用により捉えることには問
題があることが、距離ベースの指標により明
らかになっていた。 
また、既存研究の外部経済の検証では、産業
ごとに集積の強さを算出し、産業ごとの集積
要因（取引費用の削減、知識波及、労働力の
確保）の強さや産業ごとの生産性との関係の
有無により、間接的に議論されており、外部
経済の波及経路などを直接的に扱った研究
は希有であった。 
 
２．研究の目的 
特許引用の距離範囲は集積の距離範囲と大
きく異なり、集積の規定要因としての知識波
及について、引用関係により評価する問題が
あるため、本研究では特許の共同研究により
知識波及を捉え、集積の外部経済の検証を試
みることにした。特許引用関係が形式知の波
及と考えると、共同研究関係は暗黙知の波及
と捉えることが可能である。共同研究関係に
より、知識波及の距離範囲を捉えるとともに、
距離の重要性が時間とともにどのように変
化しているのかについて分析をした。 
また、既存研究の外部経済の検証では、距離
を明示的に扱っておらず、産業ごとの性質に
より、間接的に議論されていたため、本研究
では、距離との関係を明示的に扱い、企業ご
とにどのような波及効果を受けうるのかを
分析し、外部経済の波及経路を直接的に扱う
分析を行うことを目的とした。 
また、知識波及の効果については、発明者レ
ベルの分析により、より詳細な分析を試みた。
特に大きな組織では、組織の知識は、発明者
ごとに大きく異なっており、発明者レベルで
知識波及を議論する必要がある。組織の生産

性を発明者レベルから議論することも、本研
究の目的である。 
 
３．研究の方法 
知識波及の地理的特性については、特許の共
同研究組織間の距離の特性を、Duranton & 
Overman の手法に即して分析した。まず、
研究活動（研究組織）の地理的な立地特性を
分析して、立地特性をコントロールした上で、
共同研究がどれだけ近くで行われている傾
向があるのかを確認する。ここで立地特性は、
潜在的共同研究先と定義された組織の立地
であり、距離を考慮せずに潜在的共同研究先
からランダムに選択した場合と実際の共同
研究組織間の距離と比較することにより、距
離の重要性を評価する。 
立地特性および距離の重要性について、技術
分野や規模による違い、同じ企業内組織か否
か、取引や資本関係の有無による違いを分析
する。距離の重要性が時代とともにどのよう
に変化したのか、新規と継続の共同研究を区
別することによって、距離の重要性が生じる
メカニズムを分析した。 
また、外部経済の波及経路については、企業
間の取引、知識波及など様々な要因が関係す
るため、それらの地理的な特性により、集積
の外部経済が生じる効果について、企業の生
産性やパフォーマンスにより、波及の大きさ
を定義し、波及経路ごとに波及の大きさを比
較した。また、知識波及については、発明者
レベルの分析により、組織の生産性に与える
影響を評価した。 
 
４．研究成果 
 
知識波及の距離範囲を共同研究関係のある
組織間の距離により測定すると集積の距離
範囲と非常に近いことが確認された。既存の
多くの研究では、知識波及の代理変数として、
引用関係を用いて分析されているが、共同研
究関係を用いる方が良いことが示唆された。 
また、知識生産活動は他の経済活動より集積
度が強く、高度な技術を持つ企業、生産的な
企業ほど集積すること、共同研究における距
離の重要性は依然として続いており、共同研
究効果には、共通知識による組織の知識吸収
能力、異なる知識がともに重要であることが
確認された。 
集積の波及経路について、共集積に注目し、
共集積の要因が実際の労働生産性に与える
影響について分析した結果、共集積の要因は
必ずしもその産業に属する事業所の生産性
を上昇させていないことなどが分かり、政策
的に近接立地を促すことにより生産性上昇
効果をもたらす可能性があることを示唆し
ている。 
また、知識波及の経路について、発明者レベ
ルの分析を行うと、発明者の流動性の高い組
織ほど、他の発明者の生産性も高く、組織内
の発明者への知識波及があったことが示唆



された。 
さらに、集積の外部経済効果として、知識波
及だけでなく、取引関係による効果も測定し、
企業パフォーマンスとの因果関係など多面
的評価も行った 
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